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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 19 年８月 10 日の中間決算発表時に公表した平成 19 年 12 月期
（平成 19 年 1 月 1 日～平成 19 年 12 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知
らせいたします。 
 

記 
 
 
１．平成 19 年 12 月期個別通期業績予想数値の修正（平成 19 年１月１日～平成 19 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 36,300 1,350 1,600 750 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 34,813 888 1,173 512 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,487 △462 △427 △238 

増 減 率            （％） △4.1 △34.2 △26.7 △31.7 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 12 月期） 

35,166 742 1,000 414 

 
  
２．平成 19 年 12 月期連結通期業績予想数値の修正（平成 19 年１月１日～平成 19 年 12 月 31 日） 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 44,000 2,000 2,100 850 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 42,486 1,633 1,719 642 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,514 △367 △381 △208 

増 減 率            （％） △3.4 △18.4 △18.1 △24.5 

（ご参考） 
前期実績（平成 18 年 12 月期） 

42,401 1,437 1,510 539 

 

 

 



３．修正の理由 

 （個別） 

 売上高は、公共投資が低調に推移する中、改正建築基準法の施行以降に新設住宅着工戸数が急減

したことを背景に、第 4 四半期における住宅向け製品の販売が減少したことなどから、予想を下回

る見込みです。 

利益面につきましては、コスト削減や経費圧縮に努め増益は確保したものの、売上高減少の影響

により、営業利益、経常利益ならびに当期純利益とも予想を下回る見込みです。 

（連結） 

 駐車場装置関連事業が好調に推移し、採算性向上等の業績改善によって増収増益に至りましたが、

個別業績が影響し、売上高、営業利益、経常利益ならびに当期純利益とも予想を下回る見込みです。 

 

※上記の業績予想につきましては、発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以  上 
 


